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(57)【要約】
【課題】多岐にわたる幅広い室内環境下で、安定した映り込み防止性と白ボケ抑止を両立
する液晶表示装置を提供すること。
【解決手段】少なくとも、偏光板、表示用液晶セル、およびバックライトをこの順で有す
る液晶表示装置であって、該偏光板は少なくとも観察者側の最表面に保護フィルムを有し
、該保護フィルムは、透明支持体上に少なくとも１層の防眩層を設けた、表面に凹凸形状
を有する防眩性光学フィルムであり、該透明支持体の法線と、該防眩性光学フィルム表面
の凹凸形状の法線とがなす傾斜角が０．０５～０．２５°の範囲にある傾斜面成分の頻度
の積分値が１０％以上２５％以下であり、かつ該傾斜角が１．５～２．５°の範囲にある
傾斜面成分の頻度の積分値が１０％以上２５％以下である液晶表示装置。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、偏光板、表示用液晶セル、およびバックライトをこの順で有する液晶表示
装置であって、該偏光板は少なくとも観察者側の最表面に保護フィルムを有し、該保護フ
ィルムは、透明支持体上に少なくとも１層の防眩層を設けた、表面に凹凸形状を有する防
眩性光学フィルムであり、該透明支持体の法線と、該防眩性光学フィルム表面の凹凸形状
の法線とがなす傾斜角が０．０５～０．２５°の範囲にある傾斜面成分の頻度の積分値が
１０％以上２５％以下であり、かつ該傾斜角が１．５～２．５°の範囲にある傾斜面成分
の頻度の積分値が１０％以上２５％以下である液晶表示装置。
【請求項２】
　前記防眩層が、少なくとも、樹脂マトリックスと該樹脂マトリックス中に透光性粒子と
を含有し、該防眩層の厚さ（ｄ）と該透光性粒子の平均粒径（Ｄ）が以下の式（１）、式
（２）、式（３）を全て満たす請求項１に記載の液晶表示装置。
　式（１）　７≦ｄ≦３０（μｍ）
　式（２）　０．２５≦（Ｄ／ｄ）≦０．７５
　式（３）　２．０≦（ｄ－Ｄ）≦１５（μｍ）
【請求項３】
　前記防眩層に含有される透光性粒子の屈折率が１．５５～１．５８である請求項２に記
載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記防眩層に含有される透光性粒子として、平均粒径が互いに異なる２種以上の粒子、
および屈折率が互いに異なる２種以上の粒子、の少なくともいずれかを含む請求項２また
は３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記防眩性光学フィルムが、最外層に、隣接する層の屈折率よりも低い屈折率を有する
層を有し、該防眩性光学フィルムの積分球反射率（４５０ｎｍ～６５０ｎｍの平均値）が
３．０％未満である、請求項１～４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　表示画面の対角が３２インチ以上である請求項１～５のいずれかに記載の液晶表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　防眩性光学フィルムは、一般に、プラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、エレクトロルミネ
ッセンスディスプレイ（ＥＬＤ）や液晶表示装置（ＬＣＤ）のようなディスプレイ装置に
おいて、外光の反射による像の映り込みを防止するために、ディスプレイの最表面に配置
される。
【０００３】
　近年、液晶テレビ等に代表されるように、ディスプレイの大画面化が急速に進み、一般
家庭での使用用途のみならず、駅・空港などの待合室等、大きな室内に置かれる用途にも
使用されるようになり、多岐に渡る幅広い室内環境下での映り込み防止性能が必要になっ
てきた。
【０００４】
　外光の反射による像の映り込みを防止するために、フィルム表面に凹凸形状（傾斜面）
をつけ、反射像の輪郭をぼかす防眩性光学フィルムによる解決の手段が一般的であり、外
光の正反射方向での視認性は向上する。一方で、正反射以外の方向にまで散乱光が回り込
むため、その方向では黒が白味がかって（白ボケと呼称する）見えてしまう。従って、有
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効な防眩成分（傾斜面成分）のみを高めて、映り込み防止と白ボケ防止を両立させようと
する試みがなされており（例えば、特許文献１～４）、表面凹凸の傾斜角を定義したもの
がある。
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２００６／０８８２０３号パンフレット
【特許文献２】特開２００７－４１５３３号公報
【特許文献３】特開２００５－１９５８１９号公報
【特許文献４】特開２００７－１８７９５２号公報
【０００６】
　しかし、駅・空港などの待合室等、大きな室内に置かれる用途では、ディスプレイの近
くから遠くにまで、室内照明が複数あり、上記従来技術の範囲では、ディスプレイの近く
から遠くまでの照明に対して安定した映り込み防止性と白ボケ抑止を両立させることが困
難である。特に、大きな室内に３２インチを超える大型のディスプレイを設置するような
場合、上記のような現象が顕著になり、改良技術が望まれている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　以上に述べたように、ディスプレイの近くだけに照明がある一般家庭環境から、ディス
プレイの近くから遠くまで照明がある駅・空港などの待合室等の大きな室内環境で、安定
した映り込み防止性と白ボケ抑止を両立する液晶表示装置は提案されてないのが現状であ
る。本発明の目的は、上記課題を解決し、多岐にわたる幅広い室内環境下で、安定した映
り込み防止性と白ボケ抑止を両立する液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、上述の課題を解決すべく鋭意検討した結果、下記構成とすることにより
、該課題を解決し目的を達成しうることを知見し、本発明を完成するに至った。
【０００９】
１.　少なくとも、偏光板、表示用液晶セル、およびバックライトをこの順で有する液晶
表示装置であって、該偏光板は少なくとも観察者側の最表面に保護フィルムを有し、該保
護フィルムは、透明支持体上に少なくとも１層の防眩層を設けた、表面に凹凸形状を有す
る防眩性光学フィルムであり、該透明支持体の法線と、該防眩性光学フィルム表面の凹凸
形状の法線とがなす傾斜角が０．０５～０．２５°の範囲にある傾斜面成分の頻度の積分
値が１０％以上２５％以下であり、かつ該傾斜角が１．５～２．５°の範囲にある傾斜面
成分の頻度の積分値が１０％以上２５％以下である液晶表示装置。
２.　前記防眩層が、少なくとも、樹脂マトリックスと該樹脂マトリックス中に透光性粒
子とを含有し、該防眩層の厚さ（ｄ）と該透光性粒子の平均粒径（Ｄ）が以下の式（１）
、式（２）、式（３）を全て満たす上記１に記載の液晶表示装置。
　式（１）　７≦ｄ≦３０（μｍ）
　式（２）　０．２５≦（Ｄ／ｄ）≦０．７５
　式（３）　２．０≦（ｄ－Ｄ）≦１５（μｍ）
３.　前記防眩層に含有される透光性粒子の屈折率が１．５５～１．５８である上記２に
記載の液晶表示装置。
４.　前記防眩層に含有される透光性粒子として、平均粒径が互いに異なる２種以上の粒
子、および屈折率が互いに異なる２種以上の粒子、の少なくともいずれかを含む上記２ま
たは３に記載の液晶表示装置。
５.　前記防眩性光学フィルムが、最外層に、隣接する層の屈折率よりも低い屈折率を有
する層を有し、該防眩性光学フィルムの積分球反射率（４５０ｎｍ～６５０ｎｍの平均値
）が３．０％未満である、上記１～４のいずれかに記載の液晶表示装置。
６.　表示画面の対角が３２インチ以上である上記１～５のいずれかに記載の液晶表示装
置。
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【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、多岐にわたる幅広い室内環境下で安定した映り込み防止性と白ボケ抑
止を両立する液晶表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明について更に詳細に説明する。なお、本明細書において、数値が物性値、
特性値等を表す場合に、「（数値１）～（数値２）」という記載は「（数値１）以上（数
値２）以下」の意味を表す。また、本明細書において、「（メタ）アクリレート」との記
載は、「アクリレート及びメタクリレートの少なくともいずれか」の意味を表す。「（メ
タ）アクリル酸」等も同様である。
【００１２】
　本発明の液晶表示装置は、少なくとも、偏光板、表示用液晶セル、およびバックライト
をこの順で有する液晶表示装置であって、該偏光板は観察者側、すなわち該表示用液晶セ
ルとは反対側の最表面に保護フィルムを有し、該保護フィルムは、透明支持体上に少なく
とも１層の防眩層を設けた、表面に凹凸形状を有する防眩性光学フィルムであり、該透明
支持体の法線と、該防眩性光学フィルム表面の凹凸形状の法線とがなす傾斜角が０．０５
～０．２５°の範囲にある傾斜面成分の頻度の積分値が１０％以上２５％以下であり、か
つ該傾斜角が１．５～２．５°の範囲にある傾斜面成分の頻度の積分値が１０％以上２５
％以下である。
　以下、本発明の液晶表示装置の各構成要素について説明する。
【００１３】
［防眩性光学フィルム表面凹凸形状の傾斜角分布］
　本発明の液晶表示装置に含まれる前記防眩性光学フィルムについて説明する。
　前記防眩性光学フィルム（以下、光学フィルムと呼ぶこともある）は、少なくとも表面
に凹凸形状（傾斜面）を有し、光の散乱により反射像を散らして輪郭をぼかすことで防眩
性を発揮する。本発明において、傾斜角およびその割合は以下の方法で決定される。
【００１４】
　まず、面積が０．５乃至２平方マイクロメートルである三角形の頂点を透明支持体上に
仮定し、その３つの頂点から鉛直上向きに法線を伸ばす（支持体上の３つの法線）。この
支持体上の３つの法線がフィルム表面と交わる３点によって三角形を形成する。このよう
にして形成された三角形の面の法線が、支持体から鉛直上向きに伸ばした法線となす角を
傾斜角と定義する。
【００１５】
　次に、傾斜角の割合の求め方を説明する。支持体上で２５００００平方マイクロメート
ル（０．２５平方ミリメートル）以上の面積を先に述べた三角形に分割し、それぞれの三
角形全てについて傾斜角の測定を行う。各測定点での傾斜角度を求め、全測定点の数に対
する、各傾斜角度ごとの数（頻度）の割合を求める。この割合を傾斜角の頻度と定義する
。本発明においては、０．０５～０．２５°範囲の傾斜角の頻度の積分値、および１．５
～２．５°範囲の頻度角の頻度の積分値を求める。
【００１６】
　傾斜角を測定する方法をさらに詳細に述べる。図１（ａ）のようにまず測定サンプルの
支持体表面を三角形の面積が０．５乃至２平方マイクロメートルとなるようなメッシュに
分割する。
【００１７】
　図１（ｂ）は、分割したメッシュを構成する一つの三角形の３つの頂点を抽出した図で
ある。この支持体上の３点から鉛直上向きに法線を伸ばし、その３点が表面と交わった点
をＡ、Ｂ、Ｃとする。三角形ＡＢＣ面の法線ＤＤ’が、支持体から鉛直上向きに伸ばした
法線ＤＯ'と為す角度θを傾斜角とする。
【００１８】
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　図１（ｃ）は、点Ｏ’ＤＤ’を含む平面Ｐで切ったときのフィルムの断面図である。線
分ＥＦは三角形ＡＢＣと平面Ｐとの交線である。
【００１９】
　本発明においては、測定面積は支持体上で２５００００平方マイクロメートル（０．２
５平方ミリメートル）以上が好ましく、０．２５平方ミリメートル以上、１．０平方ミリ
メートル以下が測定精度と測定効率を両立させる上で好ましい。測定単位の三角形の面積
は０．５乃至２平方マイクロメートルが測定精度を保証する上で好ましい。
【００２０】
　測定する装置はいくつかあるが、本発明においてはマイクロマップ社（米国）製ＳＸＭ
５２０－ＡＳ１５０型を用いる。本装置は、光源に中心波長５６０ｎｍの干渉フィルター
を挿入したハロゲンランプ、倍率２．５倍～５０倍の対物レンズを内蔵している。データ
の取り込みは画素数６４０×４８０の２／３インチの標準装備のＣＣＤによって行う。本
発明においては、対物レンズが１０倍傾斜角の測定単位は０．８平方マイクロメートル、
測定面積は５０００００平方マイクロメートル（０．５平方ミリメートル）に設定する。
所望によっては、対物レンズの倍率を大きくし、それに合わせて測定単位と測定面積は小
さくすることもできる。測定データはＭａｔｈ　Ｗｏｒｋｓ，　Ｉｎｃ．（米国）製、Ｍ
ＡＴ－ＬＡＢ等のソフトを用いて解析し、傾斜角分布を算出することができる。これによ
り測定した面積に対する結果をフィルム全体に対する傾斜角の結果とみなし、傾斜角が０
．０５～０．２５°の割合（積分値）および傾斜角が１．５～２．５°の割合（積分値）
を容易に求めることができる。本発明では、傾斜角の刻みは０．０１°程度に設定する。
【００２１】
　本発明において、傾斜角が０．０５～０．２５°の範囲の頻度の積分値は１０％以上２
５％以下であり、かつ傾斜角が１．５～２．５°の範囲の頻度の積分値は同じく１０％以
上２５％以下である。なお、傾斜角が０．０５～０．２５°範囲の頻度の積分値は、１３
％以上２５％以下が好ましく、１６％以上２５％以下がさらに好ましい。また、傾斜角が
１．５～２．５°の範囲の頻度の積分値は、１３％以上２５％以下が好ましく、１６％以
上２５％以下がさらに好ましい。傾斜角が０．０５～０．２５°の範囲の頻度の積分値が
１０％を下回ると、駅・空港などの待合室等の大きな室内環境での照明に対する映り込み
防止性を十分確保できず、２５％を越えると、結果として正反射成分（傾斜角０°成分）
も増え、防眩性光学フィルムとして好ましくない。
【００２２】
　一方、傾斜角が１．５～２．５°の範囲の頻度の積分値が１０％を下回ると、一般家庭
環境などの比較的近い距離の照明に対する映り込み防止性を十分確保できず、逆に２５％
を超えると白ボケが好ましくなくなる。これらは模擬環境実験から得られた知見であり、
一般家庭環境では、照明が比較的近くにあるため、照明が面光源としてディスプレイに映
り込むため、その見込み角は比較的大きく、１．５～２．５°の範囲の傾斜角成分の表面
が特定量あると、有効に反射光を散らすことができると考えている。
【００２３】
　駅・空港などの待合室等の大きな室内環境では、照明が比較的遠くにあるため、照明が
線光源・点光源としてディスプレイに映り込むため、その見込み角は比較的小さく、０．
０５～０．２５°の範囲の傾斜角成分の表面が特定量あると、有効に反射光を散らすこと
ができると考えている。
【００２４】
　本発明において、特に好ましいのは、傾斜角０．０５～０．２５°の範囲の頻度の積分
値が１６％以上、２５％以下、傾斜角が１．５～２．５°の範囲の頻度の積分値が１６％
以上２５％以下の場合である。これにより、一般家庭環境から、駅・空港などの大きな室
内環境に至る、いろいろな使用環境に対応可能な映り込み防止性と白ボケ抑止を同時に満
たすことができる。
【００２５】
　本発明の特定の傾斜角の頻度の積分値を達成するには、手段としては、透明支持体上に
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透光性の樹脂マトリックス中に粒子を分散させた層を設ける、樹脂溶液を塗設し乾燥時に
ベナールセルを発生させる、非相溶の複数のポリマー素材を相分離させた層を設ける、エ
ンボスで型押し後に硬化する、などの手段が挙げられる。本発明の防眩性光学フィルムは
、本発明の特定の傾斜角の頻度の積分値を達成する表面形状を形成できれば、特に形成手
段を選ばないが、生産性を考えると、透光性樹脂マトリックス中に粒子を分散させた層を
設ける手段で形成することが好ましい。
【００２６】
　本発明では、０．０５～０．２５°と１．５～２．５°の傾斜角が上記範囲にあればそ
の他の角度の分布に特に制限はないが、透光性樹脂マトリックス中に粒子を分散させた防
眩層を用いる態様においては、傾斜角が０．２５°を超え１．５°未満の角度の範囲の頻
度の積分値は０％以上８０％以下が好ましく、更に好ましくは２０％以上７５％以下、最
も好ましくは４０％以上６５％以下である。上記の範囲にすることで、近い距離から遠方
までの様々な光源に対する防眩性がほぼ等しく発揮され、官能的に自然な印象を与える。
また、２．５°より大きい角度の範囲の頻度の積分値は２０％以下が好ましく、更に好ま
しくは１５％以下である。この値が２０％を超えると白ボケが大きくなる傾向がある。更
に、１０°以上の角度の範囲の頻度の積分値は１．０％未満が好ましく、０．８％未満が
更に好ましい。この値が低いことで白ボケの少ない防眩フィルムとなる。
【００２７】
　前記傾斜角分布は、０．０５～０．２５°の低角度側と１．５～２．５°の高角度側の
両方が特定の範囲を満たす必要がある。従来の透光性樹脂マトリックス中に粒子を分散さ
せた防眩層を用いる態様においては、表面凹凸の強弱の絶対値の調節では、低角側と高角
側の頻度を本発明の特定の範囲にすることは困難であった。また、傾斜角分布のピーク角
度値を調節し本発明の特定の分布を達成しようとすると、低角度側の頻度を増やした場合
には高角度側の頻度が減りすぎてしまう傾向があり、また低角度側の頻度を減らした場合
には高角度側の頻度が増えすぎてしまう傾向があり、達成が困難であった。
【００２８】
［光学フィルムの層構成］
　本発明に係る光学フィルムは、透明支持体の上に少なくとも１層の防眩層を有する。防
眩層は、樹脂マトリックス中に透光性粒子を分散させた態様が好ましい。ただし前記のと
おり本発明で記載の範囲の表面凹凸形状を満たせば実現手段はこの限りでない。防眩層は
１層でもよいし、複数層、例えば２層～４層で構成されていてもよい。本発明の光学フィ
ルムは、防眩層以外の機能層が塗設されていてもよく、これらの層としては、例えばハ－
ドコート層、帯電防止層、低屈折率層、防汚層等が挙げられる。防眩層がハ－ドコート層
、帯電防止層、防汚層等の機能を同時に有することがより好ましい。
【００２９】
　本発明の光学フィルムの好ましい層構成の例を下記に示す。下記構成において基材フィ
ルムは、フィルムで構成された透明支持体を指している。
　・基材フィルム／防眩層
　・基材フィルム／帯電防止層／防眩層
　・基材フィルム／防眩層／低屈折率層
　・基材フィルム／防眩層／帯電防止層／低屈折率層
　・基材フィルム／ハードコート層／防眩層／低屈折率層
　・基材フィルム／ハードコート層／防眩層／帯電防止層／低屈折率層
　・基材フィルム／ハードコート層／帯電防止層／防眩層／低屈折率層
　・基材フィルム／防眩層／高屈折率層／低屈折率層
　・基材フィルム／防眩層／中屈折率層／高屈折率層／低屈折率層
　・帯電防止層／基材フィルム／防眩層／中屈折率層／高屈折率層／低屈折率層
　・基材フィルム／帯電防止層／防眩層／中屈折率層／高屈折率層／低屈折率層
　・帯電防止層／基材フィルム／防眩層／高屈折率層／低屈折率層／高屈折率層／低屈折
率層
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【００３０】
　低反射化の点から、中屈折率層／高屈折率層／低屈折率層を含む構成の反射防止膜が好
ましく、例えば、特開平８－１２２５０４号公報、同８－１１０４０１号公報、同１０－
３００９０２号公報、特開２００２－２４３９０６号公報、特開２０００－１１１７０６
号公報等に記載の構成が挙げられる。製造が単純で生産性の高いという点では、本発明で
最も好ましい形態は、支持体上に一層の防眩層を有する防眩性光学フィルム、および、支
持体上に一層の防眩層と一層の低屈折率層をこの順に有する防眩性光学フィルムである。
【００３１】
［防眩層の構成］
　防眩層は、例えば透光性粒子、樹脂マトリックス形成成分（バインダー用モノマー類等
）及び有機溶媒を含有する塗布液を塗布・乾燥し硬化してなる層である。さらに詳述する
と、防眩層を形成する塗布組成物は、電離放射線等で硬化して樹脂マトリックスを形成す
る、樹脂マトリックス形成バインダー用モノマー類、前記透光性粒子、重合開始剤、好ま
しくは、塗布液の粘度を調整するための高分子化合物、カール低減や屈折率調節等のため
の無機微粒フィラー、塗布助剤等を含む。防眩層の厚さは３μｍ～４０μｍが好ましく、
更に好ましくは７μｍ～３０μｍであり、最も好ましくは１０μｍ～２０μｍである。３
μｍ未満の場合であると、凹凸が強すぎたり、膜の硬度（鉛筆硬度など）が低下する傾向
があり、４０μｍ超過の場合、凹凸が弱すぎたり、カールの問題が生じたり、乾燥・製膜
に負荷が生じたりして、好ましくない傾向がある。
【００３２】
［防眩層の透光性粒子］
　本発明の表面凹凸形状を作るために、透光性粒子の平均粒径は３μｍ～２０μｍが好ま
しいが、より好ましくは６μｍ～１５μｍ、最も好ましくは６～１０μｍである。本発明
においては、平均粒径は一次粒径を示す。平均粒径３μｍ未満の粒子を用いて所望の表面
形状を形成しようとすると、防眩層の厚みをある程度薄くせざるを得ず、前記の問題が生
じる傾向がある。一方、平均粒径２０μｍ超過の粒子を用いて所望の表面形状を形成しよ
うとすると、防眩層の厚みをある程度厚くせざるを得ず、これもまた、前記の問題が生じ
る傾向がある。防眩層に含有される透光性粒子の屈折率は１．５３～１．６０が好ましく
、１．５５～１．５８であることがより好ましい。
　表面凹凸形状を、本発明の特定の範囲に調整する手段として、平均粒径が互いに異なる
２種以上の粒子を使用することや、屈折率が互いに異なる２種以上の粒子を使用すること
も好ましい。
　平均粒径が互いに異なる２種以上の粒子を使用する場合には、大サイズ粒子と小サイズ
粒子の平均粒径の差は、０．５～５．０μｍが好ましく、１．０～３．０μｍが更に好ま
しい。
【００３３】
　屈折率の異なる２種以上の粒子を使用することが好ましい理由は明確ではないが、屈折
率が異なる粒子は該粒子の表面状態も異なるため、樹脂マトリックス中での凝集分散挙動
が異なる。凝集を起こしやすい粒子に対して、屈折率が（僅かに）異なり凝集を起こしに
くい粒子が共存することで、塗布された防眩性層の表面形態の細かい調整が可能となる。
表面形状の制御のために屈折率の異なる粒子を用いる場合には、粒子間の屈折率差は０．
０３～０．１２が好ましく、０．０６～０．０９が最も好ましい。前記の平均粒径の異な
る２種類以上の粒子を用いることも、各々が形成する表面凹凸の傾斜角が異なるため、調
整手段として有効である。
【００３４】
　樹脂粒子の具体例としては、例えば架橋ポリメチルメタアクリレート粒子、架橋メチル
メタアクリレート－スチレン共重合体粒子、架橋ポリスチレン粒子、架橋メチルメタアク
リレート－メチルアクリレート共重合粒子、架橋アクリレート－スチレン共重合粒子、メ
ラミン・ホルムアルデヒド樹脂粒子、ベンゾグアナミン・ホルムアルデヒド樹脂粒子等の
樹脂粒子が挙げられる。なかでも架橋スチレン粒子、架橋ポリメチルメタアクリレート粒
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子、架橋メチルメタアクリレート－スチレン共重合体粒子等が好ましい。さらにはこれら
の樹脂粒子の表面にフッ素原子、シリコン原子、カルボキシル基、水酸基、アミノ基、ス
ルホン酸基、燐酸基等を含む化合物を化学結合させた表面修飾粒子やシリカやジルコニア
などのナノサイズの無機微粒子を表面に結合した粒子も例に挙げられる。
　また、透光性粒子として、無機微粒子を用いることもできる。無機微粒子の具体例とし
ては、シリカ粒子、アルミナ粒子等が好ましく挙げられるが、シリカ粒子が特に好ましく
用いられる。
【００３５】
　本発明の防眩性光学フィルムは、後述のように、十分な表面硬度（鉛筆硬度、など）を
得るために、電離放射線モノマーを硬化した防眩層が好ましい。該電離放射線モノマーか
らなるバインダーマトリクス中では、スチレンリッチであるほど粒子同士が集散、アクリ
ルリッチであるほど粒子同士が分散する挙動を示すことが実験的にわかり、これに対応し
て防眩性の調整を図ることができる。本発明の表面形状を有する防眩性光学フィルムを実
現するには、粒子の組成・屈折率などに制約がないものの、屈折率１．５５～１．５８の
範囲の架橋メチルメタアクリレート－スチレン共重合体粒子を少なくとも１種用いること
が、形成の容易さから特に好ましい。適度な凝集性を有し、この凝集性が大きな周期の凹
凸を形成することで、本発明の表面凹凸形状の傾斜角を実現することができる。
　本発明においては、目的の表面凹凸形状を実現するためには、防眩層の透光性粒子の平
均粒子サイズ（Ｄ）と防眩層の厚さ（ｄ）の比率（Ｄ／ｄ）は、０．２５～０．７５が好
ましく、０．３０～０．７０が好ましく、０．３５～０．６５が最も好ましい。また、（
ｄ－D）の値は、１．０～３０μｍが好ましく、更に好ましくは２．０～１５μｍであり
、最も好ましくは３．０～１０μｍである。また、防眩層中の透光性粒子の使用量は、防
眩層の全固形分あたり５～２０質量％が好ましく、更に好ましくは７～１５質量％である
。適度な凝集性を有する粒子を、特定の範囲の粒子サイズと膜厚の関係を満たし、特定の
濃度で塗布することで、本願の映り込み防止性と白ボケ抑止を両立することができる。
　防眩層の透光性粒子の平均粒子サイズ（Ｄ）と防眩層の厚さ（ｄ）は下記式（１）～（
３）を満たすことが好ましい。
　式（１）　７≦ｄ≦３０（μｍ）
　式（２）　０．２５≦（Ｄ／ｄ）≦０．７５
　式（３）　２．０≦（ｄ－Ｄ）≦１５（μｍ）
【００３６】
　さらに、調整手段として、粒子表面と親疎水性差がある熱可塑性樹脂、電離放射線モノ
マーを混合することは、本発明を実現する上で好ましいことが鋭意検討を進めるなかでわ
かった。
【００３７】
　なお、前記透光性粒子の屈折率は、屈折率の異なる２種類の溶媒の混合比を変化させて
屈折率を変化させた溶媒中に透光性粒子を等量分散して濁度を測定し、濁度が極小になっ
た時の溶媒の屈折率をアッベ屈折計で測定することで測定される。
【００３８】
　平均粒径よりも２０％以上粒径が大きな粒子を粗大粒子とした場合、この粗大粒子の割
合は全粒子数の１％以下であることが好ましく、より好ましくは０．１％以下であり、さ
らに好ましくは０．０１％以下である。このような粒子径分布を持つ粒子は通常の合成反
応時または合成反応後に、分級によって得られ、分級の回数を上げることやその程度（分
級条件）を強くすることにより、より好ましい分布の粒子を得ることができる。
【００３９】
　粒子の粒度分布はコールターカウンター法により測定し、測定された分布を粒子数分布
に換算する。平均粒径は得られた粒子分布から算出する。
【００４０】
［防眩層の樹脂マトリックス形成用バインダー］
　防眩層を形成する主たる樹脂マトリックス形成用バインダーとしては、電離放射線等に
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よる硬化後に飽和炭化水素鎖、又はポリエーテル鎖を主鎖として有する透光性ポリマーで
あることが好ましい。また、硬化後の主たるバインダーポリマーは架橋構造を有すること
が好ましい。
【００４１】
　硬化後に飽和炭化水素鎖を主鎖として有するバインダーポリマーとしては、下記第一群
の化合物より選ばれるエチレン性不飽和モノマー及びこれらの重合体が好ましい。また、
ポリエーテル鎖を主鎖として有するポリマーとしては、下記第二群の化合物より選ばれる
エポキシ系モノマー及びこれらの開環による重合体が好ましい。さらにこれらのモノマー
類の混合物の重合体も好ましい。以下これらの化合物に付き詳述する。
【００４２】
〈第一群の化合物〉
　飽和炭化水素鎖を主鎖として有し、且つ架橋構造を有するバインダーポリマーとしては
、２個以上のエチレン性不飽和基を有するモノマーの（共）重合体が好ましい。
　高屈折率にするには、このモノマーの構造中に芳香族環や、フッ素以外のハロゲン原子
、硫黄原子、リン原子、及び窒素原子から選ばれた少なくとも１種を含むことが好ましい
。
【００４３】
　防眩層を形成するためのバインダーポリマーに用いられる、２個以上のエチレン性不飽
和基を有するモノマーとしては、多価アルコールと（メタ）アクリル酸とのエステル｛例
えば、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，４－シクロヘキサンジアクリレ
ート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（
メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロー
ルエタントリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレー
ト、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキ
サ（メタ）アクリレート、１，２，３－シクロヘキサンテトラメタクリレート、ポリウレ
タンポリアクリレート、ポリエステルポリアクリレート｝、ビニルベンゼン及びその誘導
体（例えば、１，４－ジビニルベンゼン、４－ビニル安息香酸－２－アクリロイルエチル
エステル、１，４－ジビニルシクロ
ヘキサノン）、ビニルスルホン（例えば、ジビニルスルホン）、（メタ）アクリルアミド
（例えば、メチレンビスアクリルアミド）等が挙げられる。硬化収縮を低減してカールを
抑制する観点からはエチレンオキサイドやプロピレンオキサイド、カプロラクトン付加し
て架橋点間距離を広げることが好ましく、例えば、エチレンオキサイド付加したトリメチ
ロールプロパントリアクリレート（例えば大阪有機化学社製Ｖ＃３６０）、グリセリンプ
ロピレンオキサイド付加トリアクリレート（例えば大阪有機化学社製Ｖ＃ＧＰＴ）、カプ
ロラクトン付加ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート（例えば日本化薬製ＤＰＣＡ
－２０、１２０）などが好ましく用いられる。２個以上のエチレン性不飽和基を有するモ
ノマーは２種以上併用することも好ましい。
【００４４】
　さらに、２個以上のエチレン性不飽和基を有する樹脂、例えば比較的低分子量のポリエ
ステル樹脂、ポリエーテル樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、アルキッ
ド樹脂、スピロアセタール樹脂、ポリブタジエン樹脂、ポリチオールポリエン樹脂および
多価アルコール等の、多官能化合物などのオリゴマー又はプレポリマー等もあげられる。
これらのモノマーは２種以上併用してもよく、また、２個以上のエチレン性不飽和基を有
する樹脂はバインダー全量に対して１０～１００％含有することが好ましい。
【００４５】
　これらのエチレン性不飽和基を有するモノマーの重合は、光ラジカル重合開始剤又は熱
ラジカル重合開始剤の存在下、電離放射線の照射又は加熱により行うことができる。従っ
て、エチレン性不飽和基を有するモノマー、光ラジカル重合開始剤又は熱ラジカル重合開
始剤、および粒子、必要に応じて無機フィラー、塗布助剤、その他の添加剤、有機溶媒等
を含有する塗布液を調製し、該塗布液を透明支持体上に塗布後、電離放射線又は熱による
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重合反応により硬化して防眩層を形成する。電離放射線硬化と熱硬化を合わせて行うこと
も好ましい。光及び熱重合開始剤としては市販の化合物を利用することができ、それらは
、「最新ＵＶ硬化技術」（ｐ．１５９，発行人；高薄一弘，発行所；（株）技術情報協会
，１９９１年発行）や、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）のカタログに記載され
ている。
【００４６】
〈第二群の化合物〉
　硬化膜の硬化収縮低減のためには、以下で述べるエポキシ系化合物を用いることが好ま
しい。これらのエポキシ基を有するモノマー類としては、１分子中にエポキシ基を２基以
上有するモノマーが好ましく、これらの例としては特開２００４－２６４５６３号、同２
００４－２６４５６４号、同２００５－３７７３７号、同２００５－３７７３８号、同２
００５－１４０８６２号、同２００５－１４０８６３号、同２００２－３２２４３０号等
に記載されているエポキシ系モノマー類が挙げられる。
　エポキシ基を有するモノマー類は層を構成する全バインダーに対して２０～１００質量
％含有することが硬化収縮低減のために好ましく、３５～１００質量％含有することがよ
り好ましく、５０～１００質量％含有することがさらに好ましい。
【００４７】
　エポキシ系モノマー、化合物類を重合させるための、光の作用によってカチオンを発生
させる光酸発生剤としては、トリアリールスルホニウム塩やジアリールヨードニウム塩な
どのイオン性の化合物やスルホン酸のニトロベンジルエステルなどの非イオン性の化合物
等が挙げられ、有機エレクトロニクス材料研究会編、「イメージング用有機材料」ぶんし
ん出版社刊（１９９７）などに記載されている化合物等種々の公知の光酸発生剤が使用で
きる。この中で特に好ましくはスルホニウム塩もしくはヨードニウム塩であり、対イオン
としてはＰＦ６－、ＳｂＦ６－、ＡｓＦ６－、Ｂ（Ｃ６Ｆ５）４－などが好ましい。
【００４８】
　これら第一群の化合物又は第二群の化合物１００質量部に対して重合開始剤は、重合開
始剤総量で０．１～１５質量部の範囲で使用することが好ましく、より好ましくは１～１
０質量部の範囲である。
【００４９】
［防眩層のその他の高分子化合物］
　本発明に係る防眩層は、その他の高分子化合物を含有してもよい。高分子化合物を添加
することで、硬化収縮を小さくしたり、塗布液の粘度調整を行うことができる。
【００５０】
　高分子化合物は、塗布液に添加する時点で既に重合体を形成しており、該高分子化合物
としては、例えばセルロースエステル類（例えば、セルローストリアセテート、セルロー
スジアセテート、セルロースプロピオネート、セルロースアセテートプロピオネート、セ
ルロースアセテートブチレート、セルロースナイトレート等）、ウレタンアクリレート類
、ポリエステルアクリレート類、（メタ）アクリル酸エステル類（例えば、メタクリル酸
メチル／（メタ）アクリル酸メチル共重合体、メタクリル酸メチル／（メタ）アクリル酸
エチル共重合体、メタクリル酸メチル／（メタ）アクリル酸ブチル共重合体、メタクリル
酸メチル／スチレン共重合体、メタクリル酸メチル／（メタ）アクリル酸共重合体、ポリ
メタクリル酸メチル等）、ポリスチレン等の樹脂が好ましく用いられる。
【００５１】
　高分子化合物は、硬化収縮への効果や塗布液の粘度増加効果の観点から、高分子化合物
を含有する層に含む全バインダーに対して、好ましくは１～５０質量％、より好ましくは
５～４０質量％の範囲で含有することが好ましい。
　また、高分子化合物の分子量は質量平均で０．３万～４０万が好ましく、０．５万～３
０万がより好ましく、０．５万～２０万がさらに好ましい。また、これら高分子化合物も
、表面形状の調整剤として用いることができる。特にセルロースエステル類を用いること
が表面形状の制御に有効であり、好ましい。表面形状の制御のためには、防眩層の全固形
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分に対して０．５～３．０質量％が好ましく、更に好ましくは、０．６～２．０質量％で
あり、最も好ましくは０．６～１．５質量％である。
【００５２】
　防眩層の屈折率は、１．４７～１．７０が好ましく、１．４７～１．６５が更に好まし
い。後述の低屈折率層を防眩層上に設ける場合には、反射率の低減の点からは反射光の着
色がやや大きくなるが、防眩層の屈折率は１．５４～１．７０が好ましく、１．５８～１
．６５が更に好ましい。低屈折率層の屈折率が１．４０以下であり低反射化能が高い場合
や、防眩層上に低屈折率層を設けない態様においては、防眩層の屈折率は１．４７～１．
５４が好ましく、１．４８～１．５３が更に好ましい。
【００５３】
［防眩層の無機フィラー］
　防眩層には、上記の透光性粒子に加えて、屈折率の調整、膜強度の調整、硬化収縮減少
、さらに低屈折率層を設けた場合の反射率低減の目的で、無機フィラーを使用することも
できる。例えば、チタン、ジルコニウム、アルミニウム、インジウム、亜鉛、錫、アンチ
モンのうちより選ばれる少なくとも１種の金属元素を含有する酸化物からなり、一次粒子
の平均粒径が、一般に０．２μｍ以下、好ましくは０．１μｍ以下、より好ましくは０．
０６μｍ以下１ｎｍ以上である微細な高屈折率無機フィラーを含有することも好ましい。
【００５４】
　また、逆に、透光性粒子との屈折率差を調整するために、樹脂マトリックスの屈折率を
低くする必要が生じた場合は、無機フィラーとして、シリカ微粒子、中空シリカ微粒子等
の微細な低屈折率無機フィラーを用いることができる。好ましい粒径は前記の微細な高屈
折率無機フィラーと同じである。
【００５５】
　無機フィラーは表面をシランカップリング処理又はチタンカップリング処理されること
も好ましく、フィラー表面にバインダー種と反応できる官能基を有する表面処理剤が好ま
しく用いられる。
【００５６】
　これらの微細無機フィラーの添加量は、防眩層の全質量の１０～９０質量％であること
が好ましく、より好ましくは２０～８０質量％であり、特に好ましくは３０～７５質量％
である。
【００５７】
　なお、微細無機フィラーは、粒径が光の波長よりも十分短いために散乱が生じず、バイ
ンダーポリマーに該フィラーが分散した分散体は光学的に均一な物質の性質を有する。
【００５８】
［防眩層の界面活性剤］
　防眩層は、特に塗布ムラ、乾燥ムラ、点欠陥等の面状均一性を確保するために、フッ素
系、シリコーン系の何れかの界面活性剤、あるいはその両者を防眩層用の塗布
組成物中に含有することが好ましい。特にフッ素系の界面活性剤は、より少ない添加量に
おいて、本発明の光学フィルムの塗布ムラ、乾燥ムラ、点欠陥等の面状故障を改良する効
果が現れるため、好ましく用いられる。面状均一性を高めつつ、高速塗布適性を持たせる
ことにより生産性を高めることが目的である。
【００５９】
　フッ素系の界面活性剤の好ましい例としては、例えば特開２００７－１８８０７０号公
報の段落番号００４９～００７４に記載の化合物（フッ素系ポリマー）が挙げられる。
【００６０】
　本発明の防眩層で用いられるフッ素系ポリマーの好ましい添加量は、塗布液に対して０
．００１～５質量％の範囲であり、好ましくは０．００５～３質量％の範囲であり、更に
好ましくは０．０１～１質量％の範囲である。フッ素系ポリマーの添加量が０．００１質
量％以上で効果が十分であり、また５質量％以下とすることで、塗膜の乾燥が十分に行わ
れ、塗膜としての良好な性能（例えば反射率、耐擦傷性）が得られる。
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【００６１】
［防眩層用塗布液の有機溶媒］
　防眩層を形成する塗布組成物には有機溶媒を添加することができる。
　有機溶媒としては、例えばアルコール系では、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノ
ール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、イソブタノール、第二ブタノール、第三ブタ
ノール、イソアミルアルコール、１－ペンタノール、ｎ－ヘキサノール、メチルアミルア
ルコール等、ケトン系では、メチルイソブチルケトン、メチルエチルケトン、ジエチルケ
トン、アセトン、シクロヘキサノン、ジアセトンアルコール等、エステル系では、酢酸メ
チル、酢酸エチル、酢酸ｎ－プロピル、酢酸イソプロピル、酢酸イソブチル、酢酸ｎ－ブ
チル、酢酸イソアミル、酢酸ｎ－アミル、プロピオン酸メチル、プロピオン酸エチル、酪
酸メチル、酪酸エチル、酢酸メチル、乳酸メチル、乳酸エチル等、エーテル、アセタール
系では、１，４ジオキサン、テトラヒドロフラン、２－メチルフラン、テトラヒドロピラ
ン、ジエチルアセタール等、炭化水素系では、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、イソオク
タン、リグロイン、シクロヘキサン、メチルシクロヘキサン、トルエン、キシレン、エチ
ルベンゼン、スチレン、ジビニルベンゼン等、ハロゲン炭化水素系では、四塩化炭素、ク
ロロホルム、塩化メチレン、塩化エチレン、１，１，１－トリクロルエタン、１，１，２
－トリクロルエタン、トリクロルエチレン、テトラクロルエチレン、１，１，１，２－テ
トラクロルエタン等、多価アルコールおよびその誘導体系では、エチレングリコール、エ
チレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレ
ングリコールモノアセテート、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピ
レングリコール、ブタンジオール、ヘキシレングリコール、１，５－ペンタンジオール、
グリセリンモノアセテート、グリセリンエーテル類、１，２，６－ヘキサントリオール等
、脂肪酸系では、蟻酸、酢酸、プロピオン酸、絡酸、イソ絡酸、イソ吉草酸、乳酸等、窒
素化合物系では、ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、アセトアミド、アセト
ニトリル等、イオウ化合物系では、ジメチルスルホキシド等、が挙げられる。これらの中
でメチルイソブチルケトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、アセトン、トルエ
ン、キシレン、酢酸エチル、１－ペンタノール等が特に好ましい。
【００６２】
　また、凝集性制御の目的でアルコール、多価アルコール系の溶媒を適宜混合して用いて
もよい。
【００６３】
　上記で述べたこれらの有機溶媒は、単独でも混合して用いてもよく、塗布組成物中に有
機溶媒総量として、２０重量％～９０重量％含有することが好ましく、３０重量％～８０
重量％含有することがより好ましく、４０重量％～７０重量％含有することが最も好まし
い。防眩層の表面形状の安定化のためには、沸点が１００℃未満の溶媒と沸点が１００℃
以上の溶媒を併用することが好ましい。
【００６４】
［防眩層の硬化］
　防眩層は、塗布液を支持体に塗布後、光照射、電子線ビーム照射、加熱処理などを実施
して、架橋又は重合反応させて形成することが好ましい。紫外線照射の場合、超高圧水銀
灯、高圧水銀灯、低圧水銀灯、カーボンアーク、キセノンアーク、メタルハライドランプ
等の光線から発する紫外線等が利用できる。紫外線による硬化は、窒素パージ等で酸素濃
度が４体積％以下、更に好ましくは２体積％以下、最も好ましくは０．５体積％以下の雰
囲気下で硬化することが好ましい。
【００６５】
　以下、防眩層に加えて本発明の光学フィルムの構成層とすることのできる層について説
明する。
【００６６】
［低屈折率層］
　本発明に係る光学フィルムの反射率を低減するため、低屈折率層を用いることが好まし
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い。低屈折率層の屈折率は、１．２０～１．４６であることが好ましく、１．２５～１．
４６であることがより好ましく、１．３０～１．４０であることが特に好ましい。
　低屈折率層の厚さは、５０～２００ｎｍであることが好ましく、７０～１００ｎｍであ
ることがさらに好ましい。低屈折率層のヘイズは、３％以下であることが好ましく、２％
以下であることがさらに好ましく、１％以下であることが最も好ましい。
　低屈折率層を形成するための好ましい硬化物組成の態様としては、（１）架橋性若しく
は重合性の官能基を有する含フッ素化合物を含有する組成物、（２）含フッ素のオルガノ
シラン材料の加水分解縮合物を主成分とする組成物、（３）２個以上のエチレン性不飽和
基を有するモノマーと中空構造を有する無機微粒子を含有する組成物、が挙げられる。
【００６７】
　（１）架橋性若しくは重合性の官能基を有する含フッ素化合物を含有する組成物
　架橋性若しくは重合性の官能基を有する含フッ素化合物としては、含フッ素モノマーと
架橋性または重合性の官能基を有するモノマーの共重合体を挙げることができる。これら
含フッ素ポリマーの具体例は、特開２００３－２２２７０２号公報、特開２００３－１８
３３２２号公報等に記載されている。
【００６８】
　上記のポリマーに対しては特開２０００－１７０２８号公報に記載のごとく適宜重合性
不飽和基を有する硬化剤を併用してもよい。また、特開２００２－１４５９５２号に記載
のごとく含フッ素の多官能の重合性不飽和基を有する化合物との併用も好ましい。多官能
の重合性不飽和基を有する化合物の例としては、上記の２個以上のエチレン性不飽和基を
有するモノマーを挙げることができる。また、特開２００４－１７０９０１号公報に記載
のオルガノランの加水分解縮合物も好ましく、特に（メタ）アクリロイル基を含有するオ
ルガノシランの加水分解縮合物が好ましい。これら化合物は、特にポリマー本体に重合性
不飽和基を有する化合物を用いた場合に耐擦傷性改良に対する併用効果が大きく好ましい
。
【００６９】
　ポリマー自身が単独で十分な硬化性を有しない場合には、架橋性化合物を配合すること
により、必要な硬化性を付与することができる。例えばポリマー本体に水酸基含有する場
合には、各種アミノ化合物を硬化剤として用いることが好ましい。架橋性化合物として用
いられるアミノ化合物は、例えば、ヒドロキシアルキルアミノ基及びアルコキシアルキル
アミノ基のいずれか一方又は両方を合計で２個以上含有する化合物であり、具体的には、
例えば、メラミン系化合物、尿素系化合物、ベンゾグアナミン系化合物、グリコールウリ
ル系化合物等を挙げることができる。これら化合物の硬化には、有機酸又はその塩を用い
るのが好ましい。
【００７０】
　（２）含フッ素のオルガノシラン材料の加水分解縮合物を主成分とする組成物
　含フッ素のオルガノシラン化合物の加水分解縮合物を主成分とする組成物も屈折率が低
く、塗膜表面の硬度が高く好ましい。フッ素化アルキル基に対して片末端又は両末端に加
水分解性のシラノールを含有する化合物とテトラアルコキシシランの縮合物が好ましい。
具体的組成物は、特開２００２－２６５８６６号公報、３１７１５２号公報に記載されて
いる。
【００７１】
　（３）２個以上のエチレン性不飽和基を有するモノマーと中空構造を有する無機微粒子
を含有する組成物
　更に別の好ましい態様として、低屈折率の粒子とバインダーからなる低屈折率層が挙げ
られる。低屈折率粒子としては、有機でも無機でも良いが、内部に空孔を有する粒子が好
ましい。中空粒子の具体例は、特開２００２－７９６１６号公報に記載のシリカ系粒子に
記載されている。粒子屈折率は１．１５～１．４０が好ましく、１．２０～１．３０が更
に好ましい。バインダーとしては、上記防眩層の頁で述べた二個以上のエチレン性不飽和
基を有するモノマーを挙げることができる。
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【００７２】
　低屈折率層には、上記の防眩層の頁で述べた重合開始剤を添加することが好ましい。ラ
ジカル重合性化合物を含有する場合には、該化合物に対して１～１０質量部、好ましくは
１～５質量部の重合開始剤を使用できる。
【００７３】
　低屈折率層には、無機粒子を併用することができる。耐擦傷性を付与するために、低屈
折率層の厚みの１５％～１５０％、好ましくは３０％～１００％、更に好ましくは４５％
～６０％の粒径を有する微粒子を使用することができる。
【００７４】
　低屈折率層には、防汚性、耐水性、耐薬品性、滑り性等の特性を付与する目的で、公知
のポリシロキサン系あるいはフッ素系の防汚剤、滑り剤等を適宜添加することができる。
【００７５】
　低屈折率層等を設けた反射防止性の防眩性光学フィルムの好ましい積分球反射率（４５
０ｎｍ～６５０ｎｍの平均値：後述）は、３．０％未満が好ましく、更に好ましくは２．
０未満０．３％以上である。積分反射率を下げることで防眩性光学フィルムの表面での光
散乱を小さくしても十分な防眩性が得られるため、黒締まりに優れた反射防止性の防眩性
光学フィルムが得られる。
【００７６】
［透明支持体］
　光学フィルムの透明支持体としては、プラスチックフィルムを用いることが好ましい。
プラスチックフィルムを形成するポリマーとしては、セルロースアシレート（例、トリア
セチルセルロース、ジアセチルセルロース、代表的には富士フイルム社製ＴＡＣ－ＴＤ８
０Ｕ，ＴＤ８０ＵＦなど）、ポリアミド、ポリカーボネート、ポリエステル（例、ポリエ
チレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート）、ポリスチレン、ポリオレフィン、
ノルボルネン系樹脂（アートン：商品名、ＪＳＲ社製）、非晶質ポリオレフィン（ゼオネ
ックス：商品名、日本ゼオン社製）、（メタ）アクリル系樹脂（アクリペットＶＲＬ２０
Ａ：商品名、三菱レイヨン社製、特開２００４－７０２９６号公報や特開２００６－１７
１４６４号公報記載の環構造含有アクリル系樹脂）などが挙げられる。このうちトリアセ
チルセルロース、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、が好ましく
、特にトリアセチルセルロースが好ましい。
【００７７】
　透明支持体厚みは、特に限定されないが、１０～２００μｍが好ましく、より好ましく
は２０～１００μｍ、特に好ましくは３０～８０μｍである。また、支持体幅は１ｍ以上
５ｍ以下が好ましく、支持体長さは５００ｍ以上５０００ｍ以下がハンドリング上、好ま
しい。
【００７８】
　前記光学フィルムを液晶表示装置に用いる場合、片面に粘着層を設ける等してディスプ
レイの最表面に配置する。また、前記光学フィルムは、少なくとも、液晶セルとは反対側
の偏光板の液晶セルとは反対側の保護フィルムとして用いる。該透明支持体がトリアセチ
ルセルロースの場合は偏光板の偏光層を保護する保護フィルムとしてトリアセチルセルロ
ースが用いられるため、前記光学フィルムをそのまま保護フィルムに用いることがコスト
の上では好ましい。
【００７９】
　前記光学フィルムは、片面に粘着層を設ける等してディスプレイの最表面に配置したり
、そのまま偏光板用保護フィルムとして使用される場合には、十分に接着させるためには
透明支持体上に最外層を形成した後、鹸化処理を実施することが好ましい。鹸化処理は、
公知の手法、例えば、アルカリ液の中に該フィルムを適切な時間浸漬して実施される。ア
ルカリ液に浸漬した後は、該フィルムの中にアルカリ成分が残留しないように、水で十分
に水洗したり、希薄な酸に浸漬してアルカリ成分を中和することが好ましい。鹸化処理す
ることにより、最外層を有する側とは反対側の透明支持体の表面が親水化される。
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【００８０】
〔塗布方式〕
　前記光学フィルムは以下の方法で形成することができるが、この方法に制限されない。
　まず、各層を形成するための成分を含有した塗布液が調製される。次に、防眩層および
その他の諸機能層を形成するための塗布液をディップコート法、エアーナイフコート法、
カーテンコート法、ローラーコート法、ワイヤーバーコート法、グラビアコート法やダイ
コート法により透明支持体上に塗布し、加熱・乾燥するが、マイクログラビアコート法、
ワイヤーバーコート法、ダイコート法（米国特許２６８１２９４号明細書、特開２００６
－１２２８８９号明細書参照）がより好ましく、ダイコート法が特に好ましい。
【００８１】
　その後、光照射あるいは加熱して、防眩層およびその他の諸機能層を形成するモノマー
を重合して硬化する。これにより防眩層およびその他の諸機能層が形成される。ここで必
要であれば、その他の諸機能層を複数層とすることができる。
　次に、同様にして低屈折率層を形成するための塗布液を防眩層またはその他の諸機能層
上に塗布し、光照射あるいは加熱し（紫外線など電離放射線を照射、好ましくは加熱下で
電離放射線を照射することにより硬化させ、）低屈折率層が形成される。このようにして
前記光学フィルムが得られる。
【００８２】
〔偏光板〕
　偏光板は、偏光膜の表側および裏側の両面を保護する２枚の保護フィルムで主に構成さ
れる。前記光学フィルムは、偏光膜を両面から挟む２枚の保護フィルムのうち少なくとも
１枚に用いることが好ましい。前記光学フィルムが保護フィルムを兼ねることで、偏光板
の製造コストを低減できる。また、前記光学フィルムを観察者側の偏光板の最表層に使用
することにより、外光の映り込み等が防止され、耐傷性、防汚性等も優れた偏光板とする
ことができる。
【００８３】
　前記鹸化処理により親水化された光学フィルムの透明支持体表面は、ポリビニルアルコ
ールを主成分とする偏光膜との接着性を改良するのに特に有効である。また、親水化され
た表面は、空気中の塵埃が付着しにくくなるため、偏光膜と接着させる際に偏光膜と光学
フィルムの間に塵埃が入りにくく、塵埃による点欠陥を防止するのに有効である。鹸化処
理は、最外層を有する側とは反対側の透明支持体の表面の水に対する接触角が４０゜以下
になるように実施することが好ましい。更に好ましくは３０゜以下、特に好ましくは２０
゜以下である。
【００８４】
〔液晶表示装置〕
　前記光学フィルムは、液晶表示装置（ＬＣＤ）に適用することができる。
　前記光学フィルムは、偏光膜の表面保護フィルムの片側として用いた場合、ツイステッ
トネマチック（ＴＮ）、スーパーツイステットネマチック（ＳＴＮ）、バーティカルアラ
イメント（ＶＡ）、インプレインスイッチング（ＩＰＳ）、オプティカリーコンペンセイ
テットベンドセル（ＯＣＢ）等のモードの透過型、反射型、または半透過型の液晶表示装
置に好ましく用いることができる。
【００８５】
　本発明では、液晶表示装置における表示画面の対角が、３２インチ以上であることが好
ましい。駅・空港などの待合室等、大きな室内に置かれる用途では、ディスプレイの近く
から遠くにまで、複数の室内照明がある場合がある。本発明の液晶表示装置では、本発明
の表面凹凸形状をもった光学フィルムを用いることで、ディスプレイの近くから遠くまで
の照明に対して安定した映り込み防止性と白ボケ抑止を両立させることができる。
【実施例】
【００８６】
　本発明を詳細に説明するために、以下に実施例を挙げて説明するが、本発明はこれらに
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限定されるものではない。なお、特別の断りの無い限り、「部」及び「％」は質量基準で
ある。
【００８７】
　防眩層用塗布液Ａ－１の組成
　　ＰＥＴ－３０（１００％）　　　　　　　　　　　　　　　２２８．７ｇ
　　ビスコート３６０（１００％）　　　　　　　　　　　　　２２８．７ｇ
　　イルガキュア１２７（１００％）　　　　　　　　　　　　　１６．７ｇ
　　６μｍ架橋アクリル粒子（１）（３０％分散液）　　　　　　３５．５ｇ
　　６μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（２）（３０％分散液）１４３．０ｇ
　　ＳＰ－１３（５％溶液）　　　　　　　　　　　　　　　　１０．６６ｇ
　　ＭＩＢＫ（メチルイソブチルケトン）　　　　　　　　　　１６５．８ｇ
　　ＭＥＫ（メチルエチルケトン）　　　　　　　　　　　　　１２９．８ｇ
　　ＣＡＢポリマー（２０％溶液）　　　　　　　　　　　　　　２４．０ｇ
【００８８】
　上記防眩層用塗布液を孔径３０μｍのポリプロピレン製フィルターでろ過して塗布液を
調製した。上記塗布液において硬化後のマトリックスの屈折率は１．５３であった。
【００８９】
　使用した粒子を以下に示す。
　　６μｍ架橋アクリル粒子（１）　屈折率１．４９
　　６μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（２）　屈折率１．５６
【００９０】
　低屈折率層用塗布液Ｌ－１の組成
　　エチレン性不飽和基含有含フッ素ポリマー（１）　　　３．９ｇ
　　シリカ分散液（２）（２２％）　　　　　　　　　　２５．０ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０ｇ
　　ＭＩＢＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．５ｇ
【００９１】
　上記低屈折率層用塗布液は孔径１μｍのポリプロピレン製フィルターでろ過して塗布液
を調製した。上記塗布液を塗布硬化してなる低屈折率層の硬化後の屈折率は１．３６であ
った。
【００９２】
　低屈折率層用塗布液Ｌ－２の組成
　　エチレン性不飽和基含有含フッ素ポリマー（１）　　　６．０ｇ
　　ＭＥＫ－ＳＴ－Ｌ（３０％）　　　　　　　　　　　１１．０ｇ
　　イルガキュア１２７　　　　　　　　　　　　　　　　０．２ｇ
　　ＤＰＨＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５ｇ
　　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０ｇ
　　ＭＩＢＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．５ｇ
【００９３】
　上記低屈折率層用塗布液は孔径１μｍのポリプロピレン製フィルターでろ過して塗布液
を調製した。上記塗布液を塗布硬化してなる低屈折率層の硬化後の屈折率は１．４４であ
った。
【００９４】
　それぞれ使用した化合物を以下に示す。
・ＰＥＴ－３０：ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラ
アクリレートの混合物[日本化薬（株）製]
・ビスコート３６０：エチレンオキサイド変性トリメチロールプロパントリアクリレート
［大阪有機化学（株）製］
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・６μｍ架橋アクリル粒子（１）（３０％分散液）：平均粒径６μｍ［積水化成品工業（
株）製］を高速攪拌機にて１００００ｒｐｍで２０分間分散したＭＩＢＫ（メチルイソブ
チルケトン）分散液］
・６μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（２）（３０％分散液）：平均粒径６μｍ［積水化
成品工業（株）製］を高速攪拌機にて１００００ｒｐｍで２０分間分散したＭＩＢＫ（メ
チルイソブチルケトン）分散液］(他の粒子も同様に調製)
・ＣＡＢポリマー：セルロースアセテートブチレート（２０％溶液）[イーストマン・ケ
ミカル（株）製５３１・１]を攪拌機にて、ＭＩＢＫで２０％溶液として溶解したもの
・イルガキュア１２７：重合開始剤[チバ・スペシャルティ・ケミカルズ（株）製]
・エチレン性不飽和基含有含フッ素ポリマー（１）：特開２００５－８９５３６号公報製
造例３に記載のフッ素ポリマー（Ａ－１）
・ＭＥＫ－ＳＴ－Ｌ：シリカのＭＥＫ分散液（３０％）［日産化学（株）製］
・ＤＰＨＡ：ジペンタエリスリトールペンタアクリレートとジペンタエリスリトールヘキ
サアクリレートの混合物［日本化薬（株）製］
【００９５】
　　・ＳＰ－１３：フッ素系の界面活性剤（質量分子量１４０００）
【化１】

【００９６】
シリカ分散液（２）
　中空シリカ微粒子ゾル（イソプロピルアルコールシリカゾル、平均粒子径６０ｎｍ、シ
ェル厚み１０ｎｍ、シリカ濃度２０質量％、シリカ粒子の屈折率１．３１、特開２００２
－７９６１６号公報の調製例４に準じサイズを変更して作成）５００ｇに、アクリロイル
オキシプロピルトリメトキシシラン（信越化学工業（株）製）１０ｇ、およびジイソプロ
ポキシアルミニウムエチルアセテート１．０ｇ加え混合した後に、イオン交換水を３ｇを
加えた。６０℃で８時間反応させた後に室温まで冷却し、アセチルアセトン１．０ｇを添
加した。この分散液５００ｇにほぼシリカの含量一定となるようにシクロヘキサノンを添
加しながら、減圧蒸留による溶媒置換を行った。分散液に異物の発生はなく、固形分濃度
をシクロヘキサノンで調整し２２質量％にしたときの粘度は２５℃で５ｍＰａ・ｓであっ
た。得られたシリカ分散液（２）のイソプロピルアルコールの残存量をガスクロマトグラ
フィーで分析したところ、１．０％であった。
【００９７】
［実施例１］
　防眩性光学フィルム試料の作製
【００９８】
（１）防眩層の塗設
　８０μｍの厚さのトリアセチルセルロースフィルム（ＴＡＣ－ＴＤ８０Ｕ、富士フイル
ム（株）製）をロール形態から巻き出して、前記防眩層用塗布液Ａ－１を使用し、特開２
００６－１２２８８９号公報実施例１記載のスロットダイを用いたダイコート法で、搬送
速度３０ｍ／分の条件で塗布し、６０℃で１５０秒乾燥の後、さらに窒素パージ下酸素濃
度約０．１％で１６０Ｗ／ｃｍの空冷メタルハライドランプ（アイグラフィックス（株）
製）を用いて、照度４００ｍＷ／ｃｍ2、照射量１００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を照射して塗
布層を硬化させ巻き取った。防眩層の膜厚は１４μｍになるよう塗布量を調整した。



(18) JP 2009-98657 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

【００９９】
（２）低屈折率層の塗設
　上記防眩層を塗設したトリアセチルセルロースフィルムを再び巻き出して、上記低屈折
率層用塗布液（Ｌ－１）を前記のスロットダイを用いたダイコート法で、搬送速度３０ｍ
/分の条件で塗布し、９０℃で７５秒乾燥の後、窒素パージ下酸素濃度０．０１～０．１
％で２４０Ｗ／ｃｍの空冷メタルハライドランプ（アイグラフィックス（株）製）を用い
て、照度４００ｍＷ／ｃｍ2、照射量２４０ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を照射し、厚さ１００ｎ
ｍの低屈折率層を形成し、巻き取り、低屈折率層付き防眩性光学フィルムを作製した。な
お、該低屈折率層の屈折率はｎ＝１．３６であった。
【０１００】
（光学フィルムの鹸化処理）
　塗設後、前記防眩性光学フィルム試料について、以下の処理を行った。１．５ｍｏｌ／
Ｌの水酸化ナトリウム水溶液を調製し、５５℃に保温した。０．０１ｍｏｌ／Ｌの希硫酸
水溶液を調製し、３５℃に保温した。作製した光学フィルムを上記の水酸化ナトリウム水
溶液に２分間浸漬した後、水に浸漬し水酸化ナトリウム水溶液を十分に洗い流した。次い
で、上記の希硫酸水溶液に１分間浸漬した後、水に浸漬し希硫酸水溶液を十分に洗い流し
た。最後に試料を１２０℃で十分に乾燥させた。
　このようにして、鹸化処理済み防眩性光学フィルム試料Ｎｏ．１３２を作製した。
【０１０１】
　防眩性光学フィルム試料Ｎｏ．１３２において、防眩層の厚さ、使用する樹脂粒子の量
、種類、低屈折率層の有無を表１に示す様に変更して、鹸化処理済み防眩性光学フィルム
試料１０１～１３１、１３３～１４０を作製した。
　使用した粒子を以下に示す。
　６μｍ架橋スチレン粒子（３）　　　　　　　　　　　　　　　屈折率１．６０
　６μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（４）　　　　　　　　　　屈折率１．５９
　６μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（５）　　　　　　　　　　屈折率１．５８
　６μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（６）　　　　　　　　　　屈折率１．５７
　６μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（７）　　　　　　　　　　屈折率１．５５
　６μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（８）　　　　　　　　　　屈折率１．５４
　６μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（９）　　　　　　　　　　屈折率１．５３
　８μｍ架橋アクリル・スチレン粒子（１０）　　　　　　　　　屈折率１．５６
　８μｍ架橋アクリル（ＭＭＡ：メチルメタクリレート）（１１）屈折率１．４９
【０１０２】
　粒子の屈折率は、屈折率の高いスチレンと、屈折率の低いアクリルとの共重合比を調節
することにより、所望の値に調整している。
【０１０３】
（偏光板の作製）
　前記と同様の鹸化処理を行った、厚さ８０μｍのトリアセチルセルロースフィルム（Ｔ
ＡＣ－ＴＤ８０Ｕ、富士フイルム（株）製）と、前記光学フィルム試料（鹸化処理済み）
の各々のフィルムに、ポリビニルアルコールにヨウ素を吸着させ、延伸して作製した偏光
膜の両面を接着、保護して偏光板を作製した。
【０１０４】
（偏光板の評価）
　前記偏光板を、液晶テレビ（ＫＤＬ－４０Ｊ５０００／ＳＯＮＹ（株）製）の視認側の
偏光板の一部を剥がして前記偏光板に貼り換えたものを作製した。なお、防眩性光学フィ
ルムは、液晶テレビの視認側最表面になるように配置した。得られた液晶表示装置につい
て、以下の項目の評価を行った。結果を表１に示す。
【０１０５】
（光学フィルム、偏光板、および液晶表示装置の評価）
【０１０６】
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１）傾斜角分布プロファイル
　マイクロマップ社（米国）製ＳＸＭ５２０－ＡＳ１５０型を用い、得られた光学フィル
ムを測定した。光源には中心波長５６０ｎｍの干渉フィルターを挿入したハロゲンランプ
を使用した。対物レンズの倍率は１０倍であり、画素数６４０×４８０の２／３インチの
ＣＣＤによりデータを取り込んだ。これより、縦および横方向の測定ピッチは１．３マイ
クロメートルであり、傾斜角度の測定単位は０．８平方マイクロメートル、測定範囲は５
０００００平方マイクロメートル（０．５平方ミリメートル）となった。
　測定単位である３点の高さデータから傾斜角度を算出し、全測定データから、傾斜角の
０．０５～０．２５°範囲の傾斜面成分の頻度の積分値と、１．５～２．５°範囲の傾斜
面成分の頻度の積分値を求めた。
【０１０７】
２）平均反射率（積分球反射率）
　防眩性光学フィルムの裏面、すなわち透明支持体側をサンドペーパーで粗面化した後に
黒色インクで処理し、裏面反射をなくした状態で、表面側を、分光光度計（日本分光（株
）製）を用いて、３８０～７８０ｎｍの波長領域において、分光反射率を測定した。結果
には４５０～６５０ｎｍの積分球反射率の算術平均値を用いた。
【０１０８】
３）白ボケ
　視認側偏光板表面に防眩性光学フィルム試料を貼った偏光板を配置した液晶表示装置（
ＳＯＮＹ（株）製ＫＤＬ－４０Ｊ５０００、室内環境５００Ｌｕｘ）対し白ボケ感を官能
評価した。評価法はディスプレイを複数台並列に並べて同時に相対比較する方法で行い、
真正面から電源ｏｆｆ時の白ボケ感、電源ｏｎ時の白ボケ（黒い画像）をそれぞれの防眩
性光学フィルム試料で比較し、以下の基準で評価した。白ボケ感のない画面が良好な画面
である。
　　　◎　：　白ボケ感が感じられず、画面が非常に黒くしまって見える。
　　　○　：　白ボケ感がほとんど無く、画面が黒くしまって見える。
　　　△　：　白ボケ感が感じられ、画面の黒のしまりが弱い。
　　　×　：　白ボケ感が強く、画面の黒のしまりがない（ＮＧ）。
【０１０９】
４）映り込み防止性
　前記液晶表示装置を、幅１０ｍ、奥行き２０ｍ、高さ３ｍの室内実験室の一方の壁側に
、床からの高さ０．８ｍに置いた。観察者は液晶表示装置から距離２ｍ、高さ０．８ｍ（
液晶表示装置と同じ高さ）の位置において、蛍光灯を天井に２ｍおきに並べ、一般家庭環
境想定として手前から４ｍの蛍光灯の映り込み防止性を、駅・空港の待合室想定の環境と
して手前から１０ｍの蛍光灯の映り込み防止性をそれぞれ観察し判定した。なお、室内は
５００Ｌｕｘであった。環境のイメージを図２に示す。
　　　◎　：　一般家庭想定環境、駅・空港想定環境とも、蛍光灯の輪郭の映り込みが殆
どわからない。
　　　○　：　一般家庭想定環境、駅・空港想定環境とも、蛍光灯の輪郭の映り込みがわ
ずかに観察される。
　　　△　：　一般家庭想定環境、駅・空港想定環境のいずれかが、蛍光灯の輪郭の映り
込みが観察される。
　　　×　：　一般家庭想定環境、駅・空港想定環境のいずれかが、あるいは両方が、蛍
光灯の輪郭の映り込みがはっきりわかる（ＮＧ）。
【０１１０】
　各試料の評価結果を表１に示す。
【０１１１】
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【表１】

【０１１２】
　表１中、防眩層の粒子量（ｗｔ％）は防眩層の全固形分に対する粒子の質量％を表す。
【０１１３】
　表１に示される結果より、以下のことが明らかである。本発明は、防眩性光学フィルム
付き液晶表示装置として、光学性能（多岐の様々な環境に対する映り込み防止性、白ボケ
抑止を実現）が優れており、これは本発明の特定の表面凹凸形状、即ち、透明支持体の法
線と、該防眩性光学フィルム表面の凹凸形状の法線とがなす傾斜角の０．０５～０．２５
°範囲の傾斜面成分の頻度の積分値が１０％以上２５％以下であり、１．５～２．５°範
囲の傾斜面成分の頻度の積分値が１０％以上２５％以下であることを満たしているためで
ある。本発明により、非常に優れた液晶表示装置を提供することができる。
【０１１４】
　また、表１より以下のことがわかる。
　１．本発明に係る防眩性光学フィルムを実現するために、防眩性光学フィルムに用いる
樹脂粒子は、電離放射線硬化型バインダーマトリクスを使用する場合、屈折率１．５５～
１．５８であることがより好ましい。
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　２．本発明に係る防眩性光学フィルムを実現するために、防眩性光学フィルムに用いる
樹脂粒子は、平均粒径の異なる２種以上、および／または屈折率の異なる２種以上を用い
ることがより好ましい。
　３．本発明に係る防眩性光学フィルムを実現するために、少なくとも１層の低屈折率層
を最外層に設けることは好ましく、その平均の積分球反射率（４５０ｎｍ～６５０ｎｍ）
は３．０％未満がより好ましく、２．０％未満が更に好ましい。
【０１１５】
　試料Ｎｏ．１３２の傾斜角の分布を更に詳細に調べた結果、傾斜角が０．００以上０．
０５°未満の領域の頻度は１％、傾斜角が０．２５を超え１．５°未満の領域の頻度は５
０％、２．５°を超えた領域の頻度は７％であった。また１０°を超えた領域の頻度は０
．７％であった。
【図面の簡単な説明】
【０１１６】
【図１】図１（ａ）～（ｃ）は、それぞれ、傾斜角度の測定方法の概要を説明する模式図
である。
【図２】図２は、映り込み防止性を測定する際の環境のイメージを説明する模式図である
。

【図１】 【図２】
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